
むつ市 ［統一的な基準/連結］ （単位：千円）

金　　額 金　　額

【資産の部】 【負債の部】
固定資産 387,007,217 固定負債 77,791,569

有形固定資産 378,265,430 地方債等 62,162,825
事業用資産 321,978,394 長期未払金 3,120,221

土地 6,967,532 退職手当引当金 4,153,029
立木竹 1,847,871 損失補償等引当金 0
建物 1,170,538,403 その他 8,355,495
建物減価償却累計額 △ 864,163,532 流動負債 12,316,727
建物減損損失累計額 0 １年内償還予定地方債等 10,489,570
工作物 15,475,684 未払金 720,042
工作物減価償却累計額 △ 9,667,577 未払費用 3,266
工作物減損損失累計額 0 前受金 0
船舶 70,473 前受収益 0
船舶減価償却累計額 △ 70,473 賞与等引当金 484,063
船舶減損損失累計額 0 預り金 1,645
浮標等 0 その他 618,141
浮標等減価償却累計額 0 90,108,296
浮標等減損損失累計額 0 【純資産の部】
航空機 0 固定資産等形成分 386,604,099
航空機減価償却累計額 0 余剰分（不足分） △ 80,915,274
航空機減損損失累計額 0 他団体出資等分 0
その他 16,389
その他減価償却累計額 △ 16,191
その他減損損失累計額 0
建設仮勘定 979,815

インフラ資産 53,690,277
土地 6,086,044
建物 28,879,808
建物減価償却累計額 △ 16,868,643
建物減損損失累計額 0
工作物 95,102,404
工作物減価償却累計額 △ 62,134,126
工作物減損損失累計額 0
その他 3,957,248
その他減価償却累計額 △ 2,516,089
その他減損損失累計額 0
建設仮勘定 1,183,631

物品 12,376,259
物品減価償却累計額 △ 9,779,500
物品減損損失累計額 0

無形固定資産 32,568
ソフトウェア 26,186
その他 6,382

投資その他の資産 8,709,219
投資及び出資金 1,631,101

有価証券 1,784
出資金 1,594,717
その他 34,600

長期延滞債権 809,999
長期貸付金 734,979
基金 5,758,360

減債基金 0
その他 5,758,360

その他 15,366
徴収不能引当金 △ 240,586

流動資産 8,789,903
現金預金 1,310,718
未収金 5,736,960
短期貸付金 340,000
基金 1,091,940

財政調整基金 1,091,897
減債基金 43

棚卸資産 167,084
その他 187,979
徴収不能引当金 △ 44,778

繰延資産 0 305,688,825

395,797,121 395,797,121資産合計 負債及び純資産合計

連結貸借対照表
(平成29年(2017年) 3月31日現在)

科 目 科 目

負債合計

純資産合計



むつ市 ［統一的な基準/連結］ （単位：千円）

金　　　　額

経常費用 75,427,106

業務費用 47,175,563

人件費 10,859,502

職員給与費 7,549,588

賞与等引当金繰入額 484,378

退職手当引当金繰入額 1,113,805

その他 1,711,731

物件費等 34,590,607

物件費 10,286,288

維持補修費 824,893

減価償却費 23,469,359

その他 10,067

その他の業務費用 1,725,454

支払利息 832,919

徴収不能引当金繰入額 248,409

その他 644,126

移転費用 28,251,543

補助金等 5,038,466

社会保障給付 23,209,128

その他 3,950

経常収益 11,853,425

使用料及び手数料 9,987,586

その他 1,865,839

△ 63,573,681

臨時損失 29,243

災害復旧事業費 826

資産除売却損 893

損失補償等引当金繰入額 113

その他 27,411

臨時利益 673,144

資産売却益 26,808

その他 646,336

△ 62,929,780純行政コスト

連結行政コスト計算書
                                 自　平成28年(2016年) 4月1日
                                 至　平成29年(2017年) 3月31日

科 目

純経常行政コスト



むつ市 ［統一的な基準/連結］ （単位：千円）

固定資産
等形成分

余剰分
（不足分）

他団体出資等分

前年度末純資産残高 322,876,925 386,560,374 △ 63,683,449 0

純行政コスト（△） △ 62,929,780 △ 62,929,780 0

財源 45,568,830 45,568,830 0

税収等 28,293,050 28,293,050 0

国県等補助金 17,275,780 17,275,780 0

本年度差額 △ 17,360,950 △ 17,360,950 0

固定資産等の変動（内部変動）

有形固定資産等の増加

有形固定資産等の減少

貸付金・基金等の増加

貸付金・基金等の減少

資産評価差額 0

無償所管換等 43,725 43,725

他団体出資等分の増加 0 0

他団体出資等分の減少 0 0

比例連結割合変更に伴う差額 0 0

その他 129,126 129,126

本年度純資産変動額 △ 17,188,099 43,725 △ 17,231,824 0

本年度末純資産残高 305,688,825 386,604,099 △ 80,915,274 0

合　　計科　　　　　　目

                                                至　平成29年(2017年) 3月31日
                                                自　平成28年(2016年) 4月1日

連結純資産変動計算書



連結財務書類における注記 

 

１ 重要な会計方針 

（１）有形固定資産等の評価基準及び評価方法 

 ①有形固定資産・・・・・・・・・・・・・取得原価 

  ただし、開始時の評価基準及び評価方法については、次の通りです。 

ア 昭和５９年度以前の取得したもの・・・取得原価 

ただし、道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

イ 昭和６０年度以後に取得したもの 

取得原価が判明しているもの・・・・・・取得原価 

取得原価が不明なもの・・・・・・・・・再調達原価 

  ただし、取得原価が不明な道路、河川及び水路の敷地は備忘価額１円としています。 

 

（２）有価証券等の評価基準及び評価方法 

①満期保有目的以外の有価証券 

市場価格のないもの・・・・・・・・取得原価 

②出資金 

市場価格のないもの・・・・・・・・出資金額 

 

（３）有形固定資産等の減価償却の方法 

  ①有形固定資産（リース資産を除きます。）・・・定額法 

    なお、主な耐用年数は以下のとおりです。 

     建物   ８年～６５年 

     工作物  ７年～６０年 

     物品   ２年～１５年 

  ②無形固定資産（リース資産を除きます。）・・・定額法 

   ※ソフトウェアについては、当市における見込利用期間（５年）に基づく定額法によっています。 

  ③所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産（リース期間が１年以内のリース取引及び

リース契約１件あたりのリース料総額が３００万以下のファイナンス・リース取引を除きます。） 

   ・・・・・・・自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法 

 

（４）引当金の計上基準及び算定方法 

①徴収不能引当金 

未収金については、過去５年間の平均不能欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

長期延滞債権については、過去５年間の平均不能欠損率により、徴収不能見込額を計上しています。 

②賞与等引当金 

職員に対する賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額等のうち、財務諸表作成基準日において

発生していると認められる金額を計上しています。 

③退職手当引当金 

期末自己都合要支給額を計上しています。なお、退職手当債務から退職手当組合への加入時以降の



負担金の累計額から既に職員に対し退職手当として支給された額の総額を控除した額に、組合にお

ける積立金額の運用益のうち当市に按分される額を加算した額を控除した額を計上しています。な

お、積立金額が要支給額を上回る場合、当該超過額を前払年金費用として、投資その他の資産のそ

の他に計上します。 

 

（５）リース取引の処理方法 

ファイナンス・リース取引については通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

 

（６）連結資金収支計算書における資金の範囲 

地方自治法第235条の４第２項に規定する歳入歳出外現金を除く現金としています。 

 

（７）採用した消費税等の会計処理 

税込方式によっています。ただし、連結対象団体の一部は税抜方式によっています。 

 

（８）その他連結財務書類作成のための基本となる重要な事項 

ア 連結対象団体（会計）間の繰入繰出額及び債権債務額等を相殺消去した金額で表示しています。 

 

４ 追加情報 

（１）連結対象団体の一覧、連結の方法（比例連結の場合は比例連結割合を含みます。）及び連結対象と判

断した理由 

区分 連結の方法 連結対象と判断した理由 

【一部事務組合・広域連合】 

下北地域広域行政事務組合 
比例連結（63.5％） 

 

 

 

加入団体 

 

一部事務組合下北医療センター 

全部連結 

（むつ総合病院・むつリハビリテー

ション病院・川内診療所・大畑診療

所・脇野沢診療所） 

比例連結 

（事業本部事務局 65.2％） 

青森県市町村総合事務組合 比例連結（6.3％） 

青森県後期高齢者医療広域連合 比例連結（3.9％） 

青森県市長会館管理組合 比例連結（6.72％） 

青森県交通災害共済組合 比例連結（4.46％） 

青森県市町村職員退職手当組合 簡易連結 

【第三セクター等】 

社団法人むつ市脇野沢農業振興公社 

 

全部連結 

 

出資、出捐比率が50％超 
一般財団法人むつ市教育振興会 全部連結 

 

（２）地方自治法第235条の５の規定により出納整理期間が設けられています。一部の会計及び連結対象



団体を除き、当会計年度に係る出納整理期間（平成29年４月１日～５月31日）における現金の受払

い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

 

（３）各項目の金額を表示単位未満で四捨五入しているため、合計等の金額が一致しない場合があります。 

 


